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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電線の端末に接続されるコネクタ本体と、
　前記コネクタ本体の後面に取り付けられ、前記電線を所定の方向に屈曲させて引き出す
電線カバーと、
　を備え、
　前記電線カバーは、前記電線の引出口が一方向を向く第１の向きと、前記電線の引出口
が前記第１の向きとは反対方向を向く第２の向きとのいずれの向きでも前記コネクタ本体
に取り付け可能とされ、
　前記電線カバーのうち前記電線の引出口の反対側に位置する壁部の外面に、外見がそれ
ぞれ異なる第１マークおよび第２マークが設けられ、
　前記コネクタ本体の両側面のうち一方の面に、前記第１マークと対応する第１識別マー
クが設けられ、他方の面に、前記第２マークと対応する第２識別マークが設けられ、
　前記電線カバーを前記第１の向きで取り付けると前記第１マークと前記第１識別マーク
とが近接して配され、前記電線カバーを前記第２の向きで取り付けると前記第２マークと
前記第２識別マークとが近接して配されるようになっている電線カバー付きコネクタ。
【請求項２】
　前記第１識別マークまたは前記第２識別マークが、前記コネクタ本体の側面に突出して
形成されている請求項１に記載の電線カバー付きコネクタ。
【請求項３】
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　前記コネクタ本体が、相手側コネクタに嵌合可能なハウジングと、初期位置から最終位
置まで回動操作されることにより前記相手側コネクタと前記ハウジングとを正規嵌合し得
るレバーと、を有し、
　前記レバーが前記最終位置に至ると、前記レバーに設けられた前記第１識別マークまた
は前記第２識別マークが、前記第１マークまたは前記第２マークと対応する位置に配され
るようになっている請求項１または請求項２に記載の電線カバー付きコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電線カバー付きコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ハウジングの背面側に、電線を所定の方向に屈曲させて引き出す電線カバーが取
り付けられたコネクタが知られている。例えば、下記特許文献１に記載されたコネクタは
、電線引出口を反対方向に向ける２通りの姿勢で電線カバーを装着できるようになってい
る。これにより、同一の電線カバーを用いて電線の引き出し方向を２方向に選択的に変え
ることが可能となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平０８－２９８１６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記のようなコネクタにおいては、２方向に選択的に装着可能なことに
より、電線カバーの正規の装着方向を容易に確認することができないという問題があった
。
【０００５】
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、同一の電線カバーを用
いて電線の引き出し方向を変えることができるものにおいて、電線カバーの向きを容易に
確認することが可能な電線カバー付きコネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の電線カバー付きコネクタは、電線の端末に接続されるコネクタ本体と、前記コ
ネクタ本体の後面に取り付けられ、前記電線を所定の方向に屈曲させて引き出す電線カバ
ーと、を備え、前記電線カバーは、前記電線の引出口が一方向を向く第１の向きと、前記
電線の引出口が前記一方向とは反対方向を向く第２の向きとのいずれの向きでも前記コネ
クタ本体に取り付け可能とされ、前記電線カバーのうち前記電線の引出口の反対側に位置
する壁部の外面に、外見がそれぞれ異なる第１マークおよび第２マークが設けられ、前記
コネクタ本体の両側面のうち一方の面に、前記第１マークと対応する第１識別マークが設
けられ、他方の面に、前記第２マークと対応する第２識別マークが設けられ、前記電線カ
バーを前記第１の向きで取り付けると前記第１マークと前記第１識別マークとが近接して
配され、前記電線カバーを前記第２の向きで取り付けると前記第２マークと前記第２識別
マークとが近接して配されるようになっている。なお、コネクタ本体の側面とは、コネク
タ本体の外面のうち電線カバーからの電線の引き出し方向に対して交差する面である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、電線カバーのマークとコネクタ本体の識別マークとによって、電線カ
バーの向きを容易に確認することができる。
【図面の簡単な説明】
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【０００８】
【図１】本実施例における電線カバー付きコネクタを示す斜視図
【図２】相手側コネクタと正規嵌合した状態のコネクタを示す断面図
【図３】コネクタ本体を示す背面図
【図４】ハウジングを示す平面図
【図５】レバーを示す平面図
【図６】レバーを示す側面図
【図７】電線カバーを示す正面図
【図８】電線カバーを示す側面図
【図９】第１の向きで電線カバーを取り付ける際のマークおよび識別マークを示すコネク
タの側面図
【図１０】第１の向きで電線カバーを取り付ける様子を示すコネクタの断面図
【図１１】第１の向きで電線カバーが取り付けられた状態を示すコネクタの断面図
【図１２】第１の向きで電線カバーが取り付けられた状態を示すコネクタの側面図
【図１３】第２の向きで電線カバーを取り付ける際のマークおよび識別マークを示すコネ
クタの側面図
【図１４】第２の向きで電線カバーが取り付けられた状態を示すコネクタの側面図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の好ましい形態を以下に示す。
　本発明の電線カバー付きコネクタは、前記第１識別マークまたは前記第２識別マークが
、前記コネクタ本体の側面に突出して形成されているものとしてもよい。このような構成
によれば、第１識別マークまたは第２識別マークを、前後方向に開閉する金型によって成
形することができる。
【００１０】
　また、本発明の電線カバー付きコネクタは、前記コネクタ本体が、相手側コネクタに嵌
合可能なハウジングと、初期位置から最終位置まで回動操作されることにより前記相手側
コネクタと前記ハウジングとを正規嵌合し得るレバーと、を有し、前記レバーが前記最終
位置に至ると、前記レバーに設けられた前記第１識別マークまたは前記第２識別マークが
、前記第１マークまたは前記第２マークと対応する位置に配されるようになっているもの
としてもよい。このような構成によれば、レバーに設けられた識別マークと電線カバーに
設けられたマークとの位置関係によって、レバーが最終位置に至ったことを確認すること
ができる。
【００１１】
　＜実施例＞
　以下、本発明を具体化した一実施例について、図１～図１４を参照しつつ詳細に説明す
る。
　本実施例における電線カバー付きコネクタ（以後、単にコネクタと称する）は、電線Ｗ
の端末に接続されるコネクタ本体Ｃと、電線Ｗを所定の方向に屈曲させて引き出す電線カ
バー３０とを備えている。コネクタ本体Ｃは、電線Ｗの端末部に接続された端子金具（図
示せず）が収容されるハウジング１０と、回動操作されることにより相手側コネクタ４０
との嵌合・離脱を行わせるレバー２０とを有している。以下、各構成部材において、コネ
クタの嵌合面側（コネクタ本体Ｃについは図２の左側、相手側コネクタ４０については図
２の右側）をそれぞれ前方とし、また、図１における紙面上の上側を上方、下側を下方、
図２における上下方向を左右方向として説明する。
【００１２】
　相手側コネクタ４０のハウジング４１は合成樹脂製であって、図２に示すように、前方
に開口したフード部４２を備えている。フード部４２の上壁には、円柱状をなすカムピン
４４が下方に向かって（フード部４２の内部空間に向かって）突出して形成されている。
カムピン４４は、フード部４２の前後方向における中央よりも前端寄りの位置に設けられ
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ている。
【００１３】
　ハウジング１０は合成樹脂製であって、複数の端子金具が収容される端子収容部１１と
、レバー２０が収容されるレバー収容部１２とを有し、全体として、相手側コネクタ４０
のフード部４２内に嵌合可能な略方形のブロック状をなしている。
【００１４】
　端子収容部１１には、端子金具が個別に収容される端子収容室１１Ｒが複数設けられて
いる。複数の端子収容室１１Ｒは、上下方向に複数段に分けられるとともに、各段に左右
方向に並べて配されている。各端子収容室１１Ｒに端子金具が後方から収容されると、ハ
ウジング１０の後面から電線Ｗが後方に引き出された状態になる。
【００１５】
　レバー収容部１２は、ハウジング１０の上面の幅方向略全体にわたる大きさを有し、後
端部は、ハウジング１０の後面よりも後側に一段突出している。レバー収容部１２には、
図２に示すように、相手側コネクタ４０のカムピン４４を受け入れる第１受入路１３と、
図示しないロック解除部を受け入れる第２受入路１４とが設けられている。第１受入路１
３および第２受入路１４はいずれもレバー収容部１２の前端から後方に向かって直線状に
延びている。第１受入路１３はハウジング１０の幅方向における略中心に位置し、第２受
入路１４はハウジング１０の幅方向における一端側に位置している。
【００１６】
　また、レバー収容部１２には、レバー２０に設けられた初期ロック片２４が係止可能な
初期ロック部１５が設けられている。初期ロック部１５は、第２受入路１４の後端寄りの
位置に突出して設けられている。
【００１７】
　また、レバー収容部１２には、レバー２０に設けられた最終ロック片２８が係止可能な
最終ロック部１６が設けられている。最終ロック部１６は、レバー収容部１２の後端寄り
の位置に設けられている（図４参照）。最終ロック部１６は、レバー収容部１２の下面に
突設されている。
【００１８】
　ハウジング１０の後面には、電線カバー３０が左右方向にスライドして取り付けられる
カバー取付部１７が設けられている（例えば図９参照）。カバー取付部１７は、ハウジン
グ１０の上下両側に設けられ、いずれも後側および左右両側に開放された空間とされてい
る。カバー取付部１７は、端子収容部１１の上端縁および下端縁に沿って後方に一段突出
して形成されている。なお、下側のカバー取付部１７は、ハウジング１０の下面に一段下
側に突出して設けられている。
【００１９】
　上下のカバー取付部１７は、いずれもハウジング１０の全幅にわたって形成され、各カ
バー取付部１７の左右両端部には、図１１に示すように、電線カバー３０に設けられた係
止片３５が係止可能な係止部１８が設けられている。また、各カバー取付部１７には、電
線カバー３０のスライド動作を案内する案内リブ１９が設けられている。案内リブ１９は
、各カバー取付部１７の後端縁に沿って複数箇所に立設されている。
【００２０】
　レバー２０は回動式のレバーであって、図５に示すように、合成樹脂製で平板状をなす
カム板部２１と、レバー２０を回動する際に指を当てて操作する操作部２２とを備えてい
る。レバー２０のカム板部２１は、僅かなクリアランスをもってレバー収容部１２に組み
付けられ、操作部２２は、レバー収容部１２から後方に突出した状態になる。レバー２０
は、相手側コネクタ４０との嵌合前には初期位置に配され、最終位置まで回動操作される
ことによりコネクタを正規嵌合し得る。
【００２１】
　カム板部２１の上面には、相手側コネクタ４０のカムピン４４が係合するカム溝２３が
形成されている（図５参照）。カム溝２３は、カム板部２１の端縁から中心側に延びる凹
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部であり、レバー２０が初期位置にあるときには、カム溝２３の入口が第１受入路１３に
位置し、カム溝２３へのカムピン４４の受け入れが可能となる。
【００２２】
　カム板部２１には、レバー２０が初期位置にあるときに、レバー収容部１２の初期ロッ
ク部１５に係止してレバー２０を初期位置に保持する初期ロック片２４が設けられている
。初期ロック片２４は、カム溝２３の入り口近傍から片持ち状に延出して設けられ、その
延出方向の先端部が、初期ロック部１５に係止するものとされている。
【００２３】
　また、カム板部２１には、レバー２０が最終位置に至ると、レバー収容部１２の最終ロ
ック部１６に係止する最終ロック片２８が設けられている。最終ロック片２８は、カム板
部２１の板厚方向（上下方向）に弾性変位可能な片持ち状に形成されている。そして、最
終ロック片２８の下面に、最終ロック部１６が係止可能とされている。
【００２４】
　操作部２２は、カム板部２１の上面に立設されている。操作部２２は、図３に示すよう
に、最終ロック片２８の自由端側の端部を覆うような門型をなし、最終ロック片２８の両
側に立つ一対の側壁２５と、側壁２５の上端に架け渡された上壁２６とを備えている。
【００２５】
　一対の側壁２５のうちカム板部２１の外周面に沿う側の側壁２５には、図５および図６
に示すように、突壁２７が突設されている。突壁２７は、側壁２５よりも一段低い高さ寸
法とされている。突壁２７の壁厚寸法は側壁２５の壁厚寸法と同等であり、突壁２７と側
壁２５とは壁面が段差なく連なっている。突壁２７は、カム板部２１の外周面から一段外
側に突出している。そして、レバー２０が最終位置に配された状態では、突壁２７の前端
がレバー収容部１２の後端に近接して配される（図２参照）。
【００２６】
　そして、コネクタ本体Ｃには、第１識別マークＳ１および第２識別マークＳ２が設けら
れている。第１識別マークＳ１および第２識別マークＳ２については、後ほど詳しく説明
する。
【００２７】
　電線カバー３０は、コネクタ本体Ｃの後面に取り付けられるものであり、図７および図
８に示すように、前面側が開放された断面Ｕ字形状をなすとともに、左右方向における一
端側のみが開放された形態をなしている。そして、ハウジング１０から引き出された電線
Ｗは、電線カバー３０内において屈曲されて開放側（以後、電線の引出口３１と称する）
から引き出される。
【００２８】
　電線カバー３０のうち電線の引出口３１の反対側に位置する壁部３２は、図２に示すよ
うに、コネクタ本体Ｃに取り付けられた状態では、ハウジング１０の後面に対して略直角
をなし、ハウジング１０の右側面または左側面（電線Ｗの引き出し方向に対して交差する
面）と段差なく連なるようになっている。なお、電線カバー３０の左右方向の寸法は、ハ
ウジング１０の左右方向の寸法とほぼ同じとされている。
【００２９】
　電線カバー３０の前縁部には、図１０に示すように、ハウジング１０のカバー取付部１
７に沿って左右方向にスライド可能なスライド部３３が形成されている。スライド部３３
は、電線カバー３０の上下両側に設けられ、それぞれ左右方向に延びている。
【００３０】
　スライド部３３には、左右方向における一方の側（電線の引出口３１側）が開口し、他
方の側が閉塞されたスライド溝３４が形成されている。スライド溝３４には、ハウジング
１０の案内リブ１９が入り込むものとされている。
【００３１】
　また、スライド部３３には、ハウジング１０の係止部１８に係止可能な係止片３５が設
けられている。係止片３５は、スライド部３３のうち電線カバー３０の壁部３２側の端部
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（取付時のスライド方向における後側の端部）に設けられている。係止片３５は、取付時
のスライド方向における後方（図１０では下方向）に向かって片持ち状をなして延びてい
る。
【００３２】
　そして、電線カバー３０は、左右の向きを変えてハウジング１０に取り付けることが可
能とされている。すなわち、電線カバー３０は、電線の引出口３１が右方（一方向）を向
く第１の向き（図１２参照）と、電線の引出口３１が左方（一方向とは反対方向）を向く
第２の向き（図１４参照）とのいずれの向きでもコネクタ本体Ｃに取り付け可能とされて
いる。
【００３３】
　さて、電線カバー３０には、例えば図９に示すように、外見が異なる第１マークＭ１お
よび第２マークＭ２が設けられている。第１マークＭ１および第２マークＭ２は異なる形
状をなし、例えば第１マークＭ１は丸形状、第２マークＭ２は三角形状（一の頂点が下側
中央に配された正三角形状）とされている。第１マークＭ１の直径と第２マークＭ２の一
辺の長さ寸法とは、同等の寸法とされている。
【００３４】
　第１マークＭ１および第２マークＭ２は、壁部３２の外面（電線カバー３０のスライド
方向における後端面）に設けられている。第１マークＭ１および第２マークＭ２は、いず
れも壁部３２の外面に、一定の深さ寸法を有して壁部３２を貫通することなく凹み形成さ
れている。
【００３５】
　第１マークＭ１および第２マークＭ２は、上下に並んで形成され、一方は上下方向にお
ける中心よりも上側、他方は下側に配されている。第１マークＭ１および第２マークＭ２
は、前後方向においてはほぼ同じ位置に配されている。そして、電線カバー３０が第１の
向きで取り付けられる際には第１マークＭ１が上側に配され（図９参照）、第２の向きで
取り付けられる際には第２マークＭ２が上側に配されるようになっている（図１３参照）
。
【００３６】
　コネクタ本体Ｃには、第１マークＭ１および第２マークＭ２に対応して、第１識別マー
クＳ１および第２識別マークＳ２が設けられている。第１識別マークＳ１はコネクタ本体
Ｃの左面（両側面のうち一方の面）に設けられ、第２識別マークＳ２は右面（他方の面）
に設けられている。そして、電線カバー３０を第１の向きで取り付けると第１マークＭ１
と第１識別マークＳ１とが近接して配され、電線カバー３０を第２の向きで取り付けると
第２マークＭ２と第２識別マークＳ２とが近接して配されるようになっている。なお、コ
ネクタ本体Ｃの左面および右面は、電線カバー３０からの電線Ｗの引き出し方向に対して
略直交している。
【００３７】
　第１識別マークＳ１および第２識別マークＳ２は、それぞれ対応するマークＭ１，Ｍ２
と同一形状をなし、第１識別マークＳ１は丸形状、第２識別マークＳ２は三角形状（一の
頂点が下側中央に配された正三角形状）とされている。第１識別マークＳ１および第２識
別マークＳ２は、コネクタ本体Ｃにおいて概ね左右対称の位置（高さ方向および前後方向
においてほぼ同じ位置）に配される。なお、第１識別マークＳ１は、第１マークＭ１より
も一周り大きく、第２識別マークＳ２は、第２マークＭ２と同等の大きさとされている。
【００３８】
　第１識別マークＳ１は、図９に示すように、ハウジング１０の左面に設けられている。
第１識別マークＳ１は、ハウジング１０の後端部における上端角部であって、レバー収容
部１２の後端部に形成されている。第１識別マークＳ１は、一定の突出寸法を有してハウ
ジング１０の側面に突出して形成されている。
【００３９】
　第２識別マークＳ２は、図６に示すように、レバー２０の操作部２２に設けられている
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。第２識別マークＳ２は、操作部２２の突壁２７に形成され、レバー２０の回動操作の最
終位置においてはコネクタ本体Ｃの右面側に配される。第２識別マークＳ２は、第１識別
マークＳ１と同等の一定の突出寸法を有してレバー２０の突壁２７に突出して形成されて
いる。
【００４０】
　次に、本実施例のコネクタにおける電線カバー３０の取り付け作業の一例を説明する。
　まず、コネクタ本体Ｃに対して電線カバー３０を所定の向きにする。この際、レバー２
０は最終位置に配置しておく。
【００４１】
　電線カバー３０を第１の向きで取り付ける場合には、図９に示すように、コネクタ本体
Ｃの第１識別マークＳ１に電線カバー３０の第１マークＭ１が対応する向きにする。すな
わち、電線カバー３０を、第１マークＭ１が上側、第２マークＭ２が下側に配される向き
にしつつ、壁部３２がコネクタ本体Ｃの第１識別マークＳ１の側に配される向きにする。
【００４２】
　一方、電線カバー３０を第２の向きで取り付ける場合には、図１３に示すように、コネ
クタ本体Ｃの第２識別マークＳ２に電線カバー３０の第２マークＭ２が対応する向きにす
る。すなわち、電線カバー３０を、第２マークＭ２が上側、第１マークＭ１が下側に配さ
れる向きにしつつ、壁部３２がコネクタ本体Ｃの第２識別マークＳ２の側に配される向き
にする。
【００４３】
　そして、図１０に示すように、電線カバー３０を左右方向にスライドさせてハウジング
１０に取り付ける。電線カバー３０のスライド部３３を、電線の引出口３１から先にカバ
ー取付部１７に差し入れ、電線カバー３０のスライド溝３４にハウジング１０の案内リブ
１９を入り込ませてスライドさせる。すると、電線Ｗは電線カバー３０内に収容されて屈
曲する。やがて、図１１に示すように、案内リブ１９がスライド溝３４の閉塞された端部
に到達すると、係止片３５が係止部１８に係止して反対方向へのスライド移動が制限され
る。以上により、電線カバー３０の取り付け作業が完了する。
【００４４】
　次に、相手側コネクタ４０との嵌合作業の一例について説明する。
　まず、レバー２０を初期位置にし、コネクタ本体Ｃを相手側コネクタ４０に嵌合して相
手側コネクタ４０のカムピン４４をカム溝２３の入口に進入させる。この際、相手側コネ
クタ４０のロック解除部によって初期ロック片２４と初期ロック部１５との係止状態が解
除され、レバー２０の回動操作が可能になる。
【００４５】
　次に、レバー２０を回動する。レバー２０の操作部２２を押圧してレバー２０を最終位
置側へ回動させると、カムピン４４とカム溝２３との係合によるカム作用によってコネク
タが相手側コネクタ４０に引き寄せられて嵌合が進む。
【００４６】
　そして、コネクタがフード部４２に対して正規の嵌合位置に至ると、端子金具と相手側
端子金具とが電気的に接続された状態になり、また、レバー２０の最終ロック片２８がハ
ウジング１０の最終ロック部１６に係止してレバー２０の初期位置側への回動操作が規制
される。
【００４７】
　この際、電線カバー３０が第２の向きで取り付けられている場合には、図１４に示すよ
うに、レバー２０の回動に伴って操作部２２に設けられた第２識別マークＳ２がコネクタ
本体Ｃの第２マークＭ２の後方から第２マークＭ２に接近し、レバー２０が最終位置に至
ったときには、第２識別マークＳ２が第２マークＭ２の上方を通過してその前方に至る。
これにより、第２識別マークＳ２と第２マークＭ２との位置関係からもレバー２０が最終
位置に至ったこと、すなわちコネクタと相手側コネクタ４０とが正規の嵌合状態に至った
ことを知ることができる。以上により、相手側コネクタ４０との嵌合作業が完了する。
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【００４８】
　次に、上記のように構成された実施例の作用および効果について説明する。
　本実施例におけるコネクタは、電線Ｗの端末に接続されるコネクタ本体Ｃと、コネクタ
本体Ｃの後面に取り付けられ、電線Ｗを所定の方向に屈曲させて引き出す電線カバー３０
と、を備えている。電線カバー３０は、電線の引出口３１が右方を向く第１の向きと、電
線の引出口３１が左方を向く第２の向きとのいずれの向きでもコネクタ本体Ｃに取り付け
可能とされている。電線カバー３０のうち電線の引出口３１の反対側に位置する壁部３２
の外面には、外見が異なる第１マークＭ１および第２マークＭ２が設けられ、コネクタ本
体Ｃの両側面のうち左側面には、第１マークＭ１と対応する第１識別マークＳ１が設けら
れ、右側面には、第２マークＭ２と対応する第２識別マークＳ２が設けられている。そし
て、電線カバー３０を第１の向きで取り付けると第１マークＭ１と第１識別マークＳ１と
が近接して配され、電線カバー３０を第２の向きで取り付けると第２マークＭ２と第２識
別マークＳ２とが近接して配されるようになっている。
【００４９】
　この構成によれば、電線カバー３０のマークＭ１，Ｍ２とコネクタ本体Ｃの識別マーク
Ｓ１，Ｓ２とによって、電線カバー３０の向きを容易に確認することができる。
【００５０】
　また、第１識別マークＳ１が、コネクタ本体Ｃの側面に突出して形成されている。この
構成によれば、第１識別マークＳ１を、前後方向に開閉する金型によって成形することが
できる。
【００５１】
　また、コネクタ本体Ｃが、相手側コネクタ４０に嵌合可能なハウジング１０と、初期位
置から最終位置まで回動操作されることにより相手側コネクタ４０とハウジング１０とを
正規嵌合し得るレバー２０と、を有し、レバー２０が最終位置に至ると、レバー２０に設
けられた第２識別マークＳ２が、第２マークＭ２と対応する位置に配されるようになって
いる。この構成によれば、第２識別マークＳ２と第２マークＭ２との位置関係によって、
レバー２０が最終位置に至ったことを確認することができる。
【００５２】
　＜他の実施例＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施例に限定されるものではなく、例えば
次のような実施例も本発明の技術的範囲に含まれる。
　（１）上記実施例では、コネクタ本体Ｃが、ハウジング１０とレバー２０とを備えてい
る場合について例示したが、これに限らず、本発明は、コネクタ本体がレバーを備えてい
ないものにも適用することができ、そのような場合には第１識別マークおよび第２識別マ
ークをハウジングに設けるものとすればよい。
　（２）上記実施例では、第１マークＭ１が丸形状、第２マークＭ２が三角形状とされて
いるが、これに限らず、第１マークおよび第２マークの形状はどのような形状であっても
よく、例えば四角形状、星形状、または文字等であってもよい。
　（３）上記実施例では、第１マークＭ１と第１識別マークＳ１、第２マークＭ２と第２
識別マークＳ２とがそれぞれ同形状をなしているが、これに限らず、第１マークと第１識
別マーク、第２マークと第２識別マークの対応関係がそれぞれ外見によって判別できれば
必ずしも同形状でなくてもよい。
　（４）上記実施例では、第１マークＭ１と第２マークＭ２とが異なる形状をなしている
が、これに限らず、第１マークと第２マークとは例えば同じ形状をなして色だけが異なる
ものとしてもよい。
　（５）上記実施例では、第１識別マークＳ１がハウジング１０に設けられ、第２識別マ
ークＳ２がレバー２０に設けられているが、これに限らず、第１識別マークおよび第２識
別マークをいずれもハウジングのみ、またはレバーのみに設けてもよい。
　（６）上記実施例では、コネクタ本体Ｃに形成された第１識別マークＳ１および第２識
別マークＳ２は凸部とされているが、これに限らず、第１識別マークおよび第２識別マー
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　（７）上記実施例では、電線カバー３０に形成された第１マークＭ１および第２マーク
Ｍ２は凹部とされているが、これに限らず、両マークは凹んでいなくて平面でもよいし、
反対に突出していてもよい。
　（８）上記実施例では、第１識別マークＳ１および第２識別マークＳ２は、コネクタ本
体Ｃの後端部における上端角部に位置しているが、これに限らず、第１識別マークおよび
第２識別マークの位置は、例えばコネクタ本体の上下方向における中心部としてもよく、
また下端部としてもよい。そのような場合には、コネクタ本体の識別マークの位置に合わ
せて、電線カバーのマークの位置を変更してもよい。
　（９）上記実施例では、レバー２０が最終位置に至ったときには、第２識別マークＳ２
が第２マークＭ２の上方を通過してその前方に至るものとされているが、これに限らず、
レバーが最終位置に至ったときに第２識別マークが第２マークと対応する位置に配されれ
ばよく、例えば、第２識別マークが第２マークの真上に配されるようにしてもよい。
【符号の説明】
【００５３】
　Ｃ…コネクタ本体
　Ｍ１…第１マーク
　Ｍ２…第２マーク
　Ｓ１…第１識別マーク
　Ｓ２…第２識別マーク
　Ｗ…電線
　１０…ハウジング
　２０…レバー
　３０…電線カバー
　３１…電線の引出口
　３２…壁部
　４０…相手側コネクタ
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